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“緑化だより”復刊にあたり 

 
                                 管理責任者 正本良忠 

 平成 15年以来休刊していました「緑化だより」を、 

《友の会ニュース》と合わせる形で復刊することにな 

りました。皆様からのご意見や投稿も含め、バラエティ 

に富んだ内容にしていきたいと考えています。 

 
 ○ 沿革と概要 
   広島県緑化センターは昭和 55年（1980年）に緑に関する知識と技術を普及･啓発する

施設として設置されました。あわせて都市公園である県立広島緑化植物公園も設置され、

学習や公園として利用できる施設になっています。 
   面積は 125haで、およそ広島市民球場の 100倍の広さです。園内には、緑の相談所、
レストハウス、管理事務所、学習展示館、樹木見本園、多目的広場などがあります。 

 〇 魅力ある公園にするため 
   広い園内には多くの人に利用していただくことができる場所があり、今後は遊具の設置

も含めて、様々な人に利用していただける公園を目指しています。 
開園後、26 年が経過して傷んだ施設も見られますが、トイレなど各施設を改修してい

くことで、快適に利用していただけるよう整備していきたいと考えています。 
〇 散策路の紹介 
   センター内の散策路は 10分程度のコースや、数時間を要するコースなどたくさんあり 
ます。渓流の小路、樹木探勝路の既設の路に加え、十数本の路に名称をつけて提供する

予定です。特徴ある散策路が、同じセンター内でありながら、異なる表情を見せてくれる 
はずです。 

 ○ 緑地管理について 
   緑地管理は次の３点を基本に進めています。特に景観アップのために花木や草花を増や 
していく予定です。 

   ① 植物生理に基づいた育成管理 
   ② 魅力アップゾーンの創出 
   ③ 景観の向上     
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平成17年度 緑化写真コンクール入賞作品決まる 
 

  『緑化写真コンクール』は、募集テーマを‘緑化センターの「緑」または

「自然」’として、28名から 61 点の応募がありました。 

 たくさんの出品をいただき、誠にありがとうございました。 

  ２月 23 日の緑化研修「冬の写真教室」で二科会会員 大藤 薫 先生に審査

して頂き、以下の作品が入賞されました。 

 
 

 賞   作品題名    氏 名 

特 選   オオモミジ  吉見良一 

入 選     花 と 蝶   岩井武徳 

      秋  彩   佐伯佳正 

      秋  色   寺本 博 

    オオアカゲラ  樋口喜市 

    行く秋に遊ぶ  植野寿彦  

佳 作    秋 の 朝  岡本光弘 

     冬桜の息吹  清水洋彦 

     アケボノ草  岩井雪江 

     青 玉 坊 主   黒川 巽 

     一 人 っ 子   伊名波和生 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特選  「オオモミジ」 吉見 良一 

広島県の銘木オオモミジの大樹が

青空をバックに美しく、紅葉したドウダ

ンツツジの紅と緑が美しく調和して、日

本庭園の情景がよく表現されている。 
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入選 「花 と 蝶」 岩井武徳 

ピンクのタニウツギの花のなかに憩うクロ

アゲハチョウが美しいポイントにいる瞬間

を、よいピントで捉えている。 

入選 「秋 彩」 佐伯佳正 

アメリカフウの群生地を大胆に切り取

ったフレーミングが立派。幹を右端に配

した構図が成功している。 

入選 「秋 色」 寺本 博 

黒いアメリカフウの幹を背景に濃淡の紅葉し

た葉の彩が美しい。あまり絞らずに背景をぼ

かした手法がよい。 

入選 ｢オオアカゲラ｣ 樋口喜市 

林に中でオオアカゲラが穴を掘っていて、

木屑が飛び散っている情景が非常に面白い。 

入選 ｢行く秋に遊ぶ｣  植野寿彦 

秋晴れの一日。緑化センターで遊ぶファミリーの

楽しい情景が写されていて微笑ましい。 
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【 これから楽しむ樹・花 】 

 

  サンシュユ       ミズキ科 ミズキ属 

 

 春は黄色で始まると言われています。確かに早春に咲く花は 

フクジュソウ，スイセン，キブシ，レンギョウ，ナノハナなど 

の黄色が目立ちます。緑化センターでは早春にロウバイ，アオ 

モジ，マンサクなどが黄色の花を見せてくれます。 

民謡｢ひえつき節｣で歌われているサンシュユ(山茱茰)も、薬樹園で黄色の蕾を膨らませ出番を

待っています。中国原産で、牧野富太郎博士は｢ハルコガネ｣と命名しました。また、アオキの

ような実を付けるところから｢アキサンゴ｣とも言われています。 

 種子を漢方では滋養強壮、収劍薬として利尿などに使われます。実を焼酎につけたものは

強壮剤や強精剤になるとされています。 

【 お知らせ 】 

☆ 藤田 眞
まこと

「歌とギターのふれあいコンサート」開催！  
緑化センターでは、毎月第４日曜日に藤田 眞さんによる 

「歌とギターのふれあいコンサート」を始めました。         

 「鳥の歌」，「涙そうそう」などギターに合わせて、 

歌いながらのご指導もいただくというふれあいコンサートです。 

 どなたでも参加できます。春のひとときを楽しんでみませんか。 

・月 日 ３月２６日(日)，４月２３日(日)，５月２８日(日)・・・ 

・時 間 12：30～13：30       ・場 所 緑化センター｢レストハウス｣ 

・演 奏 藤田 眞           ・参 加 自由・無料   

☆ ボランティア活動の参加者 募集中！ 

  “みなさんも、緑の中で心地よい汗を流してみませんか” 

  ふれあい湧(ﾜｰｸ)（毎月第３水曜日 10:00～15:00） 

    当センターを事務局として、園内の緑化作業を中心とした活動を行っています。  

初心者の方でも、お気軽にご参加ください。 

  グリーンさくら会（毎月第１日曜日 10:00～15:00） 

    園内の｢さくらの森｣や｢県木の森｣の整備作業を行っています。 

     4/2(日) みどりの集い参加準備          5/7(日) さくらの森下刈り作業 

     6/4(日) まつたけ林の整備作業     7/2(日) 県木の森下刈り作業 

  ボランティア活動に関する問い合わせ・参加申し込みは緑化センター管理事務所まで 

《 友の会ニュース 》 

 

お問い合せ先 〒732-0036 広島市東区福田町166-2  Tel:082-899-2811 Fax:082-8992843

       URL:http://www.hiroshima-cdas.or.jp/ryokka-c   E-mail:ryokka-c@hiroshima-cdas.or.jp


